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瓢
刊
紹
脅

唯
　
．
識
　
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
文
豪
著

　
廣
瀬
氏
は
印
度
哲
塵
專
攻
の
士
で
、
既
に
「
、
佛
教
哲
三
論
」
や

「
解
説
方
法
論
」
等
の
名
著
を
公
に
し
て
居
ら
れ
る
。
本
書
は
別
名

ミ
し
て
「
唯
識
の
思
想
及
び
そ
の
學
」
ミ
名
づ
け
て
あ
り
、
世
親
菩

薩
造
の
唯
識
三
十
頚
に
封
ず
る
著
者
の
新
研
究
を
嚢
表
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
元
來
佛
教
は
宗
教
で
も
な
く
哲
學
で
も
な
い
。
唯
解
脱
を
得
る

矯
の
實
践
的
な
教
で
あ
る
が
、
繹
迦
の
残
後
、
そ
の
入
務
的
追
慕

ミ
そ
の
禮
験
内
容
を
考
察
す
る
こ
ご
・
に
よ
っ
て
宗
教
ご
哲
學
、
こ

を
生
ん
だ
。
し
か
し
如
何
に
佛
教
が
獲
達
し
て
も
そ
の
現
費
性
S

實
践
的
意
峡
を
失
は
な
か
っ
た
。
宗
教
も
哲
學
も
そ
の
實
践
的
修

行
の
方
便
、
こ
し
て
の
み
嚢
達
し
た
。
故
に
之
を
墨
ぐ
」
し
て
見
れ
ば

不
徹
底
も
混
胤
も
存
す
る
の
を
此
れ
な
い
。
唯
識
も
矢
張
り
、
さ

こ
ま
で
も
實
践
的
な
槻
法
を
読
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
中

に
認
識
論
、
形
而
上
學
、
心
理
墨
等
の
考
察
を
含
ん
で
み
る
け
れ
，
こ

も
、
こ
れ
ら
は
ま
だ
凡
て
包
含
的
に
取
扱
は
れ
て
る
る
。
故
に
之

を
純
畢
的
立
場
に
立
つ
考
へ
方
ミ
し
て
見
る
の
は
危
瞼
で
あ
る
。

寧
ろ
思
慮
に
富
ん
だ
器
験
者
の
常
識
的
説
明
ミ
し
て
見
て
行
く
方

が
滴
當
で
あ
る
。
故
に
軍
な
る
富
津
や
章
句
に
囚
は
れ
て
輕
卒
に

新
刊
　
紹
　
介

學
的
概
念
の
型
に
入
れ
こ
む
の
は
、
唯
識
そ
の
も
の
・
解
繹
で
は

な
く
、
既
成
の
哲
學
思
想
を
以
て
、
唯
識
思
想
を
愛
客
す
る
の
弊

に
堕
す
る
こ
ε
に
な
る
。
著
者
は
此
の
立
場
を
以
て
先
づ
唯
一
識
三

十
頒
が
如
何
な
る
心
持
で
書
か
れ
た
か
、
郎
ち
唯
識
思
想
の
企
圖

を
述
べ
、
第
二
に
三
十
煩
を
過
去
の
傳
続
的
解
繹
に
囚
は
れ
な
い

で
、
す
な
ほ
に
見
て
一
句
一
句
瀬
を
追
う
て
解
繹
を
施
し
て
あ
る
。

第
三
に
以
上
の
羅
義
を
綜
合
し
て
唯
識
學
に
組
織
的
読
明
を
與
へ

よ
う
ぐ
」
試
み
て
あ
る
。

　
惟
ふ
に
佛
教
経
典
の
解
繹
に
ほ
ゴ
三
つ
の
立
場
が
あ
る
。
一
は

細
魚
的
な
解
繹
で
あ
る
Q
勿
論
こ
れ
に
は
長
所
も
あ
る
が
、
介
口

で
は
鯨
り
越
畑
の
末
に
走
り
す
ぎ
て
み
る
。
第
二
は
既
成
の
哲
學

（
殊
に
西
洋
哲
學
）
の
概
念
の
型
に
佛
教
経
典
の
語
句
を
當
て
は
め

て
研
究
す
る
方
法
。
こ
れ
に
も
勿
論
長
所
は
あ
る
が
、
動
も
す
れ

ば
佛
教
を
本
望
の
立
場
か
ら
引
離
す
恐
れ
が
あ
る
。
第
三
は
佛
教

経
典
を
先
入
の
見
な
く
如
實
に
素
直
に
讃
ん
で
行
か
う
一
こ
す
る
態

度
で
あ
る
。
誰
が
考
へ
て
も
第
三
の
立
場
が
最
も
秀
で
た
立
揚
で

あ
る
に
違
が
な
い
。
只
こ
の
立
場
は
最
も
困
難
で
あ
る
か
ら
、
「
こ

も
す
れ
ば
、
獅
断
、
誤
解
に
陥
る
危
瞼
が
あ
．
ら
う
。
著
者
廣
瀬
氏

は
第
三
の
立
場
を
眞
直
に
進
ま
う
ミ
す
る
入
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

氏
の
立
場
が
困
難
の
大
な
る
事
は
棄
せ
ら
れ
る
。
顯
は
く
ば
盆
々

勇
氣
を
鼓
し
て
、
大
嵐
を
期
し
臨
界
に
貢
獣
せ
ら
れ
ん
こ
，
こ
を
切

望
す
る
次
第
で
あ
る
。
（
魚
文
舘
陸
行
、
四
六
版
四
閥
○
頁
、
定
便

一
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σ

に
っ
き
、
三
氏
が
分
旛
謙
課
し
た
も
の
で
あ
る
。
ゲ
イ
ル
タ
イ
・
フ

ッ
サ
ー
ル
・
シ
エ
ー
ラ
ー
の
三
人
の
右
力
な
る
現
代
の
哲
墨
者
が

各
々
哲
學
の
本
質
に
つ
い
て
語
る
内
容
は
、
や
が
て
三
人
の
學
者

の
各
々
の
哲
學
の
集
約
さ
れ
た
る
内
容
を
語
る
も
の
で
あ
る
か
ら

こ
の
三
論
丈
に
よ
っ
て
現
代
に
最
も
影
響
を
多
く
與
へ
て
る
る
哲

學
を
理
解
す
る
入
門
芝
も
な
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
書
は
こ
の
黙
に

於
て
存
在
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
（
鐵
塔
書
院
三
三
、
四
六
版
三
七

五
頁
定
儂
威
圓
参
拾
銭
）

一
一
二

彙

報

印
度
佛
教
學
會

去
る
五
月
七
日
水
曜
口
夜
樂
友
會
館
に
於
て
左
の
講
演
が
あ
っ
六
。

　
櫓
一
部
に
於
け
る
十
種
教
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
漢
　
了
諦
氏

　
三
三
三
三
書
室

　
去
ろ
四
月
三
十
日
水
曜
日
夜
樂
友
倉
館
に
於
て
新
任
講
師
岩
崎
壮
一
氏

の
撒
迎
倉
な
開
ぎ
そ
の
後
岩
崎
氏
の
左
の
誰
演
あ
り
。

　
　
敵
一
州
の
頭
城
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砦
崎
　
肚
…
氏

　
五
月
七
日
水
曜
日
夜
樂
友
薬
毒
に
於
て
次
の
講
演
あ
り
。

　
　
ぎ
ゴ
碧
。
国
三
讐
養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圧
　
　
静
夫
氏

　
数
育
研
究
會

　
去
ろ
五
月
十
四
日
水
曜
日
夜
學
生
集
団
班
に
於
て
新
入
學
祖
の
撒
迎
な

れ
、
左
記
の
講
演
會
為
開
く
。

　
　
教
育
家
ミ
し
て
の
吉
田
松
陰
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
三
鄭
氏

　
美
學
會

　
去
る
五
月
論
ハ
簿
火
曜
、
　
大
津
市
三
井
山
守
に
参
舞
し
、
衛
讐
貝
一
同
結
緑
識
儒
項

存
受
け
て
、
秘
鋤
黄
金
不
動
明
王
外
喪
物
を
舞
魏
す
o


